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研究概要 

右利き・左利きと呼ばれる「行動の左右性」は、精巧で力強い運動に重要である。行動の左右性は脳

の左右性と関係すると考えられているが、その脳内機構は不明である。私は、タンガニイカ湖の鱗食性

シクリッド Perissodus microlepis の捕食行動がヒトの利き手に匹敵する明確な左右性を示すことを見出

し、その主要運動は後脳マウスナー(M)細胞で駆動されると推定した。本研究では、捕食行動の左右性と

M 細胞を中心とする視蓋-網様体脊髄路系について、左右性行動の神経機構、発達過程、分子遺伝的背景

を調べ、右利きと左利きの脳差異をニューロンレベルで明らかにすることを目的とする。 

 

成果要約 

 左右性行動の神経基盤については、屈曲運動を駆動する後脳マウスナー細胞の詳細な神経形態解析か

ら、視覚入力を受ける腹側樹状突起に捕食行動の利きと対応する左右非対称性を見出した。 

 左右性の分子遺伝基盤について、鱗食魚 P. microlepis の終脳、視蓋および後脳を用いて、網羅的遺伝

子解析の RNA-seq と q-PCR で追試を行い、左右半球の間で有意に発現量の異なる 5 つの遺伝子（pkd1b、

ntn1b、ansn、pde6g、rbp4l1）を見いだした。 pkd1b および ntn1b は、それぞれ Nodal 遺伝子と Netrin 遺

伝子に関係し、それらは初期胚における身体の左右非対称の形成にとって必須であることが知られてい

る。私たちの結果は、Nodal 遺伝子や Netrin 遺伝子が成魚の脳においても、左右差の維持に重要な役割

を果たすことを示唆している。一方で、調べたどの脳領域においても、左利きと右利きで発現量の異な

る遺伝子は検出されず、鱗食魚の利きは、脳内遺伝子の単なる左右非対称性の逆転に起因しないと考え

られた(Comparative Biochemistry and Physiology, part D. 28: 99-106, 2018)。 

 左右性の進化を検討するため、タンガニイカ湖の南に位置するマラウィ湖のヒレ食性シクリッド

Genyochromis mento の左右性を調べた。G. mento の下顎骨の左右差を計測し、捕食行動実験を行った。

左右の下顎骨の高さの違いを計測したところ、その頻度分布は左右対称の個体がほぼいない二山型を示

し、個体群中に右利きと左利きがいることが分かった。左右の下顎骨の高さの違いは平均 3％で、P. 

microlepis の 8％よりも有意に小さかった。次に G. mento の捕食行動を水槽内で１時間観察した。ヒレ食

行動については、ハイスピードビデオカメラで撮影し、詳細な運動を記載するとともに遊泳能力を定量

化した。G.mento は餌魚の尾ビレに頻繁に噛みついて摂食し、観察を行った半数以上の個体で襲撃方向

に好みがあった（8/14 個体）が、全個体両方向からの襲撃が見られた。また、この襲撃方向の偏りは開

口方向と対応があった。鱗食の P. microlepis では専ら餌魚の一方向から襲うことから、ヒレ食魚も形態・

捕食行動に左右性をもつが、鱗食魚ほど顕著化していないと考えられる（The Journal of Experimental 

Biology. 222: jeb191676, 2019）。 
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学会発表 

・竹内勇一、石川麻乃、小田洋一、北野潤 鱗食魚における右脳/左脳に特有な発現を示
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